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毎月ゼロの日（10日・20日・30日）は、テレビやゲームを一休みして家族で読書をするなど、ふれあいの時間として過ごしましょう　問生涯学習課☎70・5658

秋
季
火
災
予
防
運
動

秋
季
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
の「
１
１
９
番
の

日｣

〜
15
日
の
一
週
間
は
、「
消

す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い
」
を
合
言
葉
に
全
国

一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

消
防
機
関
で
は
、
事
業
所
へ

の
立
入
検
査
や
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
員
の
防
火
広
報
、
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
の
法
被
通
園
で
広

く
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
空
気
が
乾
燥
し

寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま

す
。
火
災
予
防
は
一
人
一
人
の

日
頃
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

外
出
前
や
就
寝
前
に
は
火
の
元

を
点
検
し
、
家
の
周
囲
に
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
の
な
い
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
や
せ
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
２　

　

11
月
９
日(

金)

10
時
〜
12
時
、

文
化
会
館
と
駐
車
場
で
開
催
。

　

式
典
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

に
よ
る
演
技
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
員
に
よ
る
消
防
音
頭
な
ど
を

披
露
し
ま
す
。

　

11
時
30
分
か
ら
、
駐
車
場
で

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
と
消
防
車

の
綱
引
き
大
会
や
水
消
火
器
で

の
消
火
体
験
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

主
市
、
市
少
年
婦
人
防
火
委

員
会
。

　

問
予
防
課
☎
76
・
２
１
６
６
。

◆３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる
○ストーブは、燃えやすい
ものから離れた位置で使
用する

○ガスこんろなどから離れるときは、必ず火を消す          
◆４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

住宅防火　
いのちを守る
７つのポイント

来
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
希
望
を

来
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
希
望
を

1212
月
３
日
か
ら
受
け
付
け

月
３
日
か
ら
受
け
付
け

▲消防車に負けないぞ

　

▼
保
育
所
▽
綾
南
保
育
園

（
上
土
棚
南
）
▽
大
上
保
育
園

（
大
上
）
▽
つ
ぼ
み
保
育
園
（
深

谷
中
）
▽
吉
岡
保
育
園
（
吉
岡
）

▽
お
と
ぎ
保
育
園
（
早
川
）
▽

深
谷
保
育
園
（
深
谷
上
）
▽
さ

く
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
セ
ン
タ
ー

（
寺
尾
西
）
▽
（
仮
称
）
綾
瀬

い
ず
み
保
育
園
（
上
土
棚
北　

新
設
予
定
）
▼
市
外
の
保
育
所

を
希
望
す
る
場
合　

保
育
所
の

名
称
、
申
し
込
み
期
限
、
申
し

込
み
要
件
な
ど
を
、
保
育
所
が

あ
る
市
区
町
村
で
事
前
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
▼
対
象　

０
歳

児
（
受
入
可
能
月
齢
は
施
設
に

よ
る
）
〜
未
就
学
の
６
歳
児
。

定
員
超
過
な
ど
で
待
機
に
な
る

場
合
あ
り
▼
入
所
基
準　

次
の

理
由
な
ど
で
家
庭
で
の
保
育
が

十
分
に
で
き
な
い
こ
と
。
①
保

護
者
が
常
に
日
中
働
い
て
い
る

②
保
護
者
に
病
気
・
け
が
・
障

害
が
あ
る
③
保
護
者
が
長
期
に

わ
た
り
病
人
な
ど
を
常
に
介
護

し
て
い
る
④
母
親
が
出
産
前
後

８
週
間
以
内
▼
申　

子
育
て
支

援
課（
☎
70
・
５
６
１
５
）に
あ

る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
就
労

証
明
書
な
ど
を
添
付
し
て
（
24

年
分
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
後
日

提
出
）
12
月
３
日
〜
21
日
に
同

課
へ
直
接
▼
そ
の
他　

現
在
待

機
中
で
来
年
４
月
以
降
も
引
き

寒
風
を
吹
き
飛
ば
し
て

寒
風
を
吹
き
飛
ば
し
て

市
駅
伝
競
走
大
会
参
加
者
募
集

市
駅
伝
競
走
大
会
参
加
者
募
集

　

第
35
回
市
駅
伝
競
走
大
会

を
、
来
年
１
月
20
日(

日)

９
時

ス
タ
ー
ト
で
開
催
し
ま
す
。
仲

間
と
一
緒
に
、
新
春
の
ま
ち
を

走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
が
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
で
、
12
月
７

日
以
前
か
ら
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
が
対
象
で

す
。

　

申
同
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
し
、
12
月
９
日
20

時
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
。

【
第
１
部(
３
区
間
９
・
８
㎞)

】

　

▼
部
門　

中
学
生
男
子･

女

子
、
シ
ニ
ア
、
一
般
女
子
▼
チ

ー
ム
編
成
５
人
（
監
督
１
人
・

選
手
３
人
・
補
欠
１
人
）
▼
走

路（
１
〜
３
区
と
も
同
）陸
上
競

技
場
↓
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
入

口
↓
綾
瀬
小
前
↓
光
綾
公
園
前

↓
長
峰
代
官
橋
前
↓
陸
上
競
技

場
▼
距
離（
内
周
）１
区
３
６
４

０
ｍ
、
２
・
３
区
３
０
９
０
ｍ

【
第
２
部
（
５
区
間
24
・
５
㎞
）】

　

▼
部
門　

一
般
▼
チ
ー
ム
編

成
８
人
（
監
督
１
人
・
選
手
５

人
・
補
欠
２
人
）
▼
走
路
・
距

離
▽
１
区　

陸
上
競
技
場
↓
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
入
口
↓
綾
瀬

小
前
↓
光
綾
公
園
前
↓
寺
尾
交

番
前
↓
寺
尾
歩
道
橋
↓
厚
木
土

木
事
務
所
前
↓
陸
上
競
技
場
、

外
周
６
４
８
０
ｍ
▽
２
・
４
区

　

陸
上
競
技
場
↓
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
入
口
↓
綾
瀬
小
前
↓
光

綾
公
園
前
↓
長
峰
代
官
橋
前
↓

陸
上
競
技
場
、
内
周
３
０
９
０

㍍
▽
３
・
５
区　

１
区
と
同
、

外
周
５
９
３
０
ｍ

【
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
】　　

　

当
日
８
時
30
分
〜
13
時
、
コ

ー
ス
の
一
部
で
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
第
１
〜
３
駐

車
場
は
封
鎖
し
ま
す
。
市
役
所

続
き
入
所
を
希
望
す
る
方
も
、

同
様
の
手
続
き
が
必
要

寺尾交番

綾瀬高

厚木土木
　事務所

綾北小

東
名
高
速

寺尾小

寺
尾
歩
道
橋

消防北分署

綾北中

長
峰
代
官
橋

走路（外周）
走路（内周）

光綾公園

保健医療
センター入口

陸
上
競
技
場

綾
瀬
小

比
留
川

Ｎ

栄冠を目指して

税
金
は
豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
を

税
金
は
豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
を

作
る
財
源
で
す

作
る
財
源
で
す

駐
車
場
か
早
川
城
山
多
目
的
広

場
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
70
・
５
６

５
６
。

　

11
月
11
日
〜
17
日
は
税
を
考

え
る
週
間
で
す
。
納
め
ら
れ
た

市
税
や
国
保
税
は
、
小
・
中
学

校
の
施
設
整
備
や
教
育
文
化
の

た
め
の
教
育
費
、
福
祉
の
充
実

の
た
め
の
民
生
費
、
病
気
や
け

が
を
し
て
も
安
心
し
て
医
療
機

関
に
か
か
る
た
め
の
医
療
費
な

ど
、
地
域
を
豊
か
に
住
み
よ
い

社
会
作
り
の
た
め
の
費
用
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
一

人
が
正
し
く
税
金
を
納
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

●
市
税
を
滞
納
し
た
ら

　

納
期
限
が
過
ぎ
る
と
税
額
の

他
に
、
遅
延
期
間
に
応
じ
て
延

滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
延
滞
金
は
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１
カ
月
は
年
４
・
３

％
、
納
期
限
か
ら
１
カ
月
を
経

過
し
た
日
か
ら
年
14
・
６
％
の

割
合
で
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
た
納
税
者
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
、

高
率
に
な
っ
て
い
る
の
で
納
期

限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
滞
納
処
分

　

督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら

10
日
以
内
に
完
納
し
な
い
と
き

は
、
財
産
の
差
押
処
分
を
受
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。差
押
は
、

不
動
産
・
預
金
・
給
与
・
生
命

保
険
や
自
動
車
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
財
産
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

23
年
度
市
税
な
ど
の
滞
納
に

よ
る
差
押
件
数
は
、
不
動
産
や

預
金
な
ど
の
債
権
で
５
２
０
件

行
い
ま
し
た
。
今
後
も
財
源
の

確
保
と
税
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
、
納
税
さ
れ
な
い

場
合
は
滞
納
処
分
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
特
別
な
事
情
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、

分
割
で
納
付
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
納
税
課
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
同
課
☎
70
・
５
６
６
３
。

　

12
月
１
日
か
ら
新
た
に
急

速
充
電
設
備
（
電
気
を
設
備

内
部
で
変
圧
し
て
、
電
気
を

動
力
源
と
す
る
自
動
車
等
に

充
電
す
る
設
備
で
、
全
出
力

20
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

及
び
全
出
力
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト

を
超
え
る
も
の
を
除
く
）
が

規
制
の
対
象
に
な
り
、
設
置

位
置
や
構
造
と
点
検
な
ど
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
基
準
が

定
め
ら
れ
ま
す
。

　

問
予
防
課
☎
76
・
２
１
６

５
。 火

災
予
防
条
例
が

火
災
予
防
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
す

改
正
さ
れ
ま
す


